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ビジネス教育の
モバイル化が加速

　ビジネスシーンでモバイル端末を
活用するビジネスパーソンが急増
している。その背景にあるのがス
マートフォンの加速度的な普及だ。
2010 年度まで携帯電話の１／４程
度だったスマートフォンの出荷台数
は 2011 年度に急増して携帯電話を
超え、今後はさらに携帯電話からス
マートフォンへの買い替えが増加す
ると見られている。そして、スマー
トフォンユーザーの年代別の割合
は、25 歳～ 44 歳までが全体 55％
と過半数を占める。つまり、働き盛
りの年代が、スマートフォン導入に
積極的だということだ。スマート

フォンの邦人向け契約は 2010 年度
ではまだ 33万件程度だが、携帯端
末メーカーがコスト抑制の為スマー
トフォンに注力していること、セ
キュリティーダービスが拡大して
いることなどから、2015 年度には
800 万件を超えると見込まれてい
る。
　こうした背景から、多くのビジネ
スパーソンがスマートフォンを手に
し、メールやスケジュールの管理、
ナレッジの共有はもちろん、eラー
ニングのモバイル化など、教育展開
を含めてビジネスに活用する動きが
加速している。
　東芝ソリューションの戸花氏は、
こうした状況を次のように説明す
る。

 「スマートフォンだけでなく、タブ
レットなどモバイル端末が普及する
ことで、それらを教育に活用できな
いかという企業の声が多くなってい
ます。特に、多店舗展開している
ような流通小売業や外食産業など、
サービス向上やコンプライアンスの
面から従業員教育に力を入れたい一
方で、集合研修ではビジネスロスが
大きく、店舗のPC端末では従業員
全員に十分な教育が難しいといった
業種から、大きな期待が寄せられて
います」
　同社の三田村氏は、モバイルラー
ニングに対する企業の期待につい
て、次のように述べる。
 「流通小売業や外食産業以外にも、
例えば製薬メーカーからは、外勤の
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MRに新商品の把握やMR資格継
続のための教育を、移動時間などを
活用する形で教育したいという要望
が上がっています。また、保険業の
お客様からも、代理店や社員向け教
育に活用できないかと打診がありま
した。さらに、業種に関わらず、簿
記や宅建、医療事務、TOEICなど
の資格取得や社員のスキル向上を目
指す企業にとっては、少ない時間を
利用した学習の仕組みとして、モバ
イルラーニングへの期待が高まって
います」
　経済環境やビジネス環境が大きく
変化する中で、ビジネスパーソンの
業務は多忙になる一方だ。しかし、
そうした中でも学びを深めていかな
ければ個人も企業も競争力が低下し
てしまう。業務と学びを両立させな
ければならない状況で、モバイル
ラーニングへの期待が高まっている
のは、当然だともいえる。
　こうした状況を受けて、東芝ソ
リューションは、トップシェアを誇
る同社のeラーニングサービスにモ
バイルラーニング機能を追加したの
である。

管理者にも優しい
『Generalist ／ LM』

　東芝ソリューションは、人事給
与・就業管理や人材評価・目標管
理、そして教育管理・人材育成ま
で、IT化したシステムで総合的な
人財管理を実現するソリューショ
ン『Generalist』を提供している。
『Generalist』は、国産パッケージ
としては 1300 社を超える実績を誇
り、特に従業員数１万人以上の企業

では実に 25％が活用しているとい
う実績がある。
　その中で eラーニングの作成、
実施、受講管理、効果測定、集合
研修との連動などがシステム構築
不要で実現できるソリューション
が『Generalist ／ LM』 で あ る。
『Generalist ／ LM』は SaaS 型の
サービスで、インターネットの接続
環境さえあれば簡単に導入が可能
だ。初期投資が不要で、システムの
監視も不要、固定資産とせずに部署
としての経費でも導入できるなど、
人財育成をトータルでサポートする
ソリューションとしては驚くべき手
軽さで導入できる点が魅力であり、
SaaS型のLMS市場では何年もトッ
プシェアの座を維持している。この
『Generalist ／ LM』に、モバイル
ラーニング機能が追加されたのだか
ら、企業からの注目が集まるのも当
然だといえるだろう。
　モバイルラーニング『Generalist
／ LM』では、いつでもどこでも学

習できる受講者本人はもちろん、教
育主催者や管理者にとっても導入の
メリットは大きい。例えば、教育主
催者は、PCとモバイルでコンテン
ツを分ける必要がない。１コンテン
ツで複数キャリア対応が可能なの
で、端末を意識せずにコンテンツを
作成することができる。作成期間や
作成コストが大幅に削減できること
は間違いない。
　また、PC、モバイルどちらの端
末から受講しても履歴は一元管理で
きる点は、管理者にとって嬉しいポ
イントである。もともと『Generalist
／ LM』は、受講登録や進捗管理、
お知らせメールなどの進捗フォロー
や、テストやアンケートなどの実施・
確認・分析が容易であるなど、管理
者にやさしいシステム。eラーニン
グをモバイル化する際にも、PC・
モバイルの一元管理が出来て余計な
手間が増えないことは、多忙な管理
者にとっては大きなメリットであ
る。

モバイルラーニングの活用事例
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ラーニングシステムの
ビジネス活用

　eラーニングシステムのモバイル
化を推進すると、実は教育以外のビ
ジネスの現場にも活用例が広がって
いく。モバイル化の推進によって、
業務の効率化はもちろん、会社から
提供される教育機会（フォーマル
ラーニング）以外にも、日々の仕事
の中のなかで学びを深めること（イ
ンフォーマルラーニング）が可能に
なるのだ。
　例えば、保守点検業務の支援だ。
マニュアルを電子化してモバイル端
末で持ち歩けば、分厚い紙のマニュ
アルを現場に持ち込み、都度該当箇
所を探し当てる手間から解放され
る。点検チェックリストをモバイル
化することで、より確実な点検と実
施記録の保持が可能になる。
　商品開発や営業支援に活用するこ
ともできる。新商品の開発から販売
までは、開発会議、顧客や消費者か
らの意見収集、商品化、営業活動、
客先でのプレゼンテーション、結果
の報告など、数多くの過程がある。
モバイル端末で試作品情報や商品ラ
イブラリを持ち歩き、アンケートで
の意見収集を容易にし、顧客評価を
情報の抜け・漏れなく共有すること
ができる。
 「営業担当は試作段階のものを含め
て詳細な商品情報を持ち歩くことが
可能になりますし、営業担当がお客
様から直接聞いた最前線の意見を、
商品開発にダイレクトに反映させる
ことが出来ます。実は、我々自身が
モバイルシステムの開発段階で、そ

うした活用の仕方を実践しているの
です」（戸花氏）
　モバイル化したシステムを導入す
ると、こうしたビジネスでの展開
と、従来イメージされた教育での活
用が、境目なく連動することも日常
的に行われるはずだ。
 「例えば、モバイル端末で商品情報
や顧客情報を持って、営業に行った
とします。商談がうまくいかなかっ
た帰りの電車の中で、会話を思い出
しながらeラーニングでコーチング
の学習をすることも可能です。“な
ぜ”という疑問や学習意欲の高まり
を逃さず、実務と連動させながら、
いつでもどこでもすぐに学習できれ
ば、学習効果も高まるのではないで
しょうか」（三田村氏）

グローバル化にも対応

 『Generalist ／ LM』は、モバイル
機能だけではなく、オプションでグ
ローバル機能も追加された。これに

より、海外も含めたグループ内の全
従業員に経営方針を徹底すること
や、日本国内と同じ教育を同じシス
テムで受講（表示言語は選択）、一
元で受講管理を行うといったことが
可能になった。多くのグローバル企
業が抱える悩みを、解消することが
出来る。
 「『Generalist ／ LM』の特徴は、
拡張性、柔軟性、利便性に富むとこ
ろです。これからも、お客様の声を
伺いながら発展させていきたいと考
えています」（三田村氏）
　モバイル化、グローバル化と、企
業のニーズに応える形で進化を続け
る『Generalist ／ LM』。企業から
の高い支持を受けてトップシェアを
誇る状況は、まだまだ続きそうだ。

●お問い合わせ先
東芝ソリューション株式会社
〒183-8512
東京都府中市片町 3-22
TEL：042-340-6750
E-mail：Generalist@toshiba-sol.co.jp
URL：http://Generalist.toshiba-sol.co.jp
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